
労
に
謝
し
、
ま
た
今
後
は
仏
教
図
露
館
協
会
の
手
に

移
さ
れ
た
と
い
う
昭
和
珊
一
年
以
降
の
続
々
編
た
る

醸
録
が
一
日
も
早
く
編
集
幽
版
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
紹
介
の
筆
を
醜
く
。
　
（
B
6
版
　
七
竃
八
頁
　
別

に
索
引
収
録
雑
誌
｝
覧
表
二
〇
八
頁
　
百
華
苑
発
行

定
価
一
、
七
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
（
藤
井
　
学
）

秋
　
田
　
県
　
史

　
旧
版
『
秋
田
県
史
』
の
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
明
治

末
、
大
正
初
年
の
こ
と
に
属
し
、
当
時
と
し
て
は

先
進
的
な
墨
史
と
は
い
え
通
史
と
し
て
の
体
裁
に
も

乏
し
く
、
研
究
者
の
不
便
を
か
こ
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
た
び
「
そ
の
後
多
く
の
新
資
料
が
発

見
整
備
さ
れ
、
ま
た
一
方
更
学
の
発
達
な
ど
か
ら
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
り
　
　
　
リ
　
　
　
へ

修
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
際
新
　
秋
田
鳳
小

へ史
を
刊
行
し
て
、
県
治
の
沿
革
を
た
ず
ね
、
文
化
の

発
達
と
民
政
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
を
明
か
に
し
、
正

し
い
察
艮
の
姿
を
総
合
的
に
把
握
す
る
」
た
め
に
、

漸
『
秋
田
県
史
』
の
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

学
界
に
と
っ
て
も
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
処
概
と
し
て

歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
巻
完
結
に
は
な
お
時

田
を
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
ま
で
炉

に
刊
行
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
紹
介
し

て
お
き
た
い
、

　
考
古
簾
秋
田
県
一
頭
羽
国
と
い
え
ば
、
す
で

に
平
安
の
昔
よ
り
石
瀬
の
発
見
が
記
録
さ
れ
て
、
石

器
－
縄
文
時
代
研
究
の
宝
庫
で
あ
る
。
旧
県
史
で

は
、
孝
古
学
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
た
が
、
大
和
久

震
平
・
奈
良
修
介
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
生
れ
た
本
書

に
よ
っ
て
、
秋
田
県
孝
古
学
の
す
べ
て
が
ま
と
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
個
々
の
資
料
・
遣
跡
の
紹
介

は
、
五
十
頁
に
及
ぶ
写
真
版
の
他
、
写
真
・
凸
版
を

豊
富
に
用
い
て
、
懇
切
で
あ
り
、
さ
ら
に
歴
史
時
代

i
鎌
倉
・
室
町
の
金
石
文
や
経
塚
等
を
も
含
め
て
、

秋
賑
県
孝
古
血
の
す
べ
て
を
、
ま
こ
と
に
要
領
よ
く

整
理
さ
れ
て
い
る
。
欲
を
い
え
ば
内
容
の
豊
富
さ
に

比
べ
て
ス
ペ
ー
ス
の
少
な
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
か
か
る
性
質
の
も
の
と
し
て
は
や
む
を
得
ま

い
。
さ
ら
に
、
研
究
史
に
特
に
一
章
を
設
け
、
重
恩

地
名
表
と
文
献
目
録
を
附
載
す
る
こ
と
は
、
他
に
例

を
み
な
い
本
警
の
特
色
で
あ
り
、
研
究
者
に
便
な
ら

し
め
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
　
（
A
5
判
四
七
下
津

写
真
五
〇
頁
　
昭
和
三
十
五
年
三
月
刊
）

　
資
料
　
古
代
中
世
篇
　
は
、
は
じ
め
に
綱
文
を
掲

げ
、
次
に
関
係
資
料
を
列
記
す
る
大
謡
本
史
料
の
形

式
に
よ
り
、
秋
田
県
閲
四
係
の
拙
吟
代
中
世
（
慶
長
六
年

ま
で
）
史
料
の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
記
紀

以
下
昏
昏
記
録
や
軍
記
物
が
、
将
に
古
い
蒔
代
に
お

い
て
中
心
と
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
小
鹿
島

文
書
・
新
戸
部
文
書
・
鬼
柳
文
書
・
色
部
文
書
・
戸

沢
文
書
・
岩
屋
文
書
・
秋
田
藩
採
収
文
書
・
秋
田
藩

家
蔵
交
書
・
秋
田
籏
文
書
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
付

に
従
っ
て
配
列
さ
れ
、
（
年
未
詳
は
巻
末
に
一
括
）
さ

ら
に
秋
田
氏
・
小
野
寺
氏
な
ど
の
系
図
・
家
譜
を
ま

と
め
て
い
る
。
秋
田
県
関
係
の
各
種
史
料
を
博
捜
さ

れ
た
今
村
義
孝
・
半
田
市
太
郎
氏
の
努
力
に
は
敬
服

す
る
他
な
く
、
古
代
・
中
世
史
の
研
究
、
ま
た
近
称

著
し
く
研
究
の
進
め
ら
れ
て
い
る
秋
田
藩
政
史
の
研

究
に
益
す
る
と
こ
ろ
ま
こ
と
に
大
な
る
も
の
が
あ
ろ

う
。
（
A
5
判
八
〇
五
頁
　
昭
和
三
十
六
年
三
月
後
）

　
第
四
…
巷
維
無
心
柵
　
は
、
ペ
リ
ー
の
回
米
蔦
鏡
よ
り
｛
廃
蕪
…

置
県
に
よ
る
秋
細
県
の
誕
生
ま
で
の
通
史
で
あ
る
。

こ
の
期
間
だ
け
に
一
冊
五
四
八
頁
を
宛
て
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
実
に

精
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
幸
い
宇
都
宮
帯

刀
の
擾
記
・
．
戸
村
十
太
夫
の
諸
記
録
等
、
中
心
資
料

が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
関
係
も
あ
っ
て
、
原
史
料

も
多
数
引
用
し
て
叙
述
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
編
者

山
崎
真
一
郎
氏
に
は
、
す
で
に
秋
田
県
政
史
へ
の
執

筆
が
あ
る
が
、
氏
の
造
詣
の
深
さ
を
し
の
ば
せ
る
に

十
分
で
あ
り
、
単
に
地
方
史
の
域
を
こ
え
て
、
明
治
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介紹

維
漸
の
政
治
過
程
の
研
究
に
大
き
な
問
題
を
提
起
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
（
A
5
判
五
㎜
八
頁
　
昭
和

一瓢

ﾛ
下
戸
ハ
加
十
一
工
円
月
刊
）

　
資
料
　
明
治
篇
（
上
下
二
冊
）
は
、
山
崎
真
一
郎

氏
を
中
心
に
編
ま
れ
、
秋
田
県
庁
・
秋
田
図
書
館
傑

蔵
の
各
種
記
録
を
、
葛
谷
・
日
付
順
に
集
大
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
上
巻
に
は
戊
辰
の
形
勢
、
藩
県
政

治
の
実
施
、
兵
備
・
漿
治
行
政
一
般
、
税
財
制
、
勧

業
（
明
治
二
十
三
年
ま
で
）
の
項
目
に
分
っ
て
計
七

、一

l
件
、
下
生
に
は
以
後
明
治
末
年
に
い
た
る
県
治

行
致
一
般
・
勧
業
・
税
財
政
及
び
明
治
初
年
以
来
の

交
通
・
通
信
土
木
・
学
制
・
祉
等
宗
教
・
社
会
に
つ

い
て
計
六
五
九
件
の
資
料
を
掲
げ
る
。
　
そ
の
中
に

は
、
整
理
さ
れ
て
統
計
表
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
大
多
数
は
原
史
料
の
ま
ま
印
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
整
埋
の
仕
方
に
は
、
鉛
毒
な
し
と
し
な
い
が
、

明
治
期
の
資
料
が
、
か
く
も
多
数
「
資
料
集
」
と
し

て
印
行
さ
れ
る
こ
と
は
他
に
例
を
み
な
い
と
こ
ろ

で
、
学
界
に
益
す
る
と
こ
ろ
甚
大
な
も
の
が
あ
り
、

関
係
藩
の
英
断
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
（
上
箭
A
5

判
一
一
二
〇
頁
昭
和
三
十
五
年
三
月
刊
　
下
禰
　
一

ぬハ

齠�

ﾅ
昭
和
瓢
一
十
六
年
一
二
日
月
刊
）

　
文
芸
教
学
篇
　
は
、
書
道
・
漢
詩
（
石
田
痕
太
郎

氏
）
藩
政
時
代
教
学
・
文
芸
（
齋
成
直
太
鄭
氏
）
短

歌
・
狂
歌
・
俳
句
（
石
田
玲
水
氏
）
明
治
以
降
文
芸

（
佐
藤
鉄
章
氏
）
絵
画
（
太
田
桃
介
氏
）
等
の
項
爆

に
わ
か
っ
て
叙
述
さ
れ
、
最
後
に
教
学
編
年
表
を
附

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
筆
に
な
る

だ
け
に
、
何
れ
も
津
々
た
る
興
味
を
抱
か
せ
る
と
い

う
べ
く
、
し
か
も
か
か
る
編
纂
万
針
為
体
、
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
と
し
て
注
話
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
　
（
A

5
判
・
八
〇
六
百
ハ
昭
和
鷲
一
十
六
年
ご
㎝
日
〃
刊
　
　
以
L
∴
北
ハ
に

秋
田
県
発
行
）

　
以
上
、
既
刊
の
分
に
つ
い
て
雑
駁
な
紹
介
を
試
み

た
の
で
あ
る
が
、
余
巻
の
完
結
が
待
謹
さ
れ
る
次
第

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
田
　
公
）

岩
　
村
　
町
　
史

　
岐
阜
県
恵
那
郡
岩
村
町
と
い
え
ば
、
現
在
は
、
総

人
口
約
八
千
人
、
美
濃
・
信
濃
の
岡
境
に
近
い
山
間

の
、
強
い
て
特
色
も
冤
出
さ
れ
な
い
よ
う
な
町
で
あ

る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
、
豊
か
な
歴
史
の
歩
み
が
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
だ
『
岩
蟹
町
史
』
は
、

岩
村
藩
、
岩
村
城
史
に
造
詣
の
得
に
樋
賠
運
用
は
じ

め
青
木
理
平
・
日
比
牟
良
・
鶴
見
善
一
・
三
宅
理
造

氏
ら
郷
土
学
会
を
組
織
し
て
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い

た
人
々
の
、
五
ヶ
年
に
わ
た
る
調
査
・
研
究
の
成
果

で
あ
る
。
岩
村
町
の
鷹
史
は
、
ま
ず
、
現
存
す
る
二

十
二
基
の
古
墳
の
解
明
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
。
中
世

で
は
、
遠
山
荘
の
所
在
地
で
あ
り
、
そ
の
地
頭
に

は
、
関
東
御
家
人
と
し
て
著
名
な
加
藤
禁
廉
が
補
任

さ
れ
、
子
孫
は
遠
山
氏
を
称
し
て
、
土
岐
氏
と
並
立

す
る
豪
族
と
し
て
繁
栄
を
と
げ
る
。
そ
の
避
程
は
、

岩
村
藩
各
種
文
献
記
録
を
は
じ
め
伝
説
に
い
た
る
迄

を
博
捜
し
て
、
語
ら
れ
て
い
る
。
近
世
は
、
岩
村
藩

二
万
石
の
城
下
町
と
し
て
経
営
さ
れ
、
大
給
松
平

氏
、
つ
い
で
丹
羽
氏
、
さ
ら
に
大
畠
松
平
氏
の
所
領

と
な
る
。
代
々
藩
主
の
事
蹟
に
つ
い
で
、
・
叉
政
年

闘
、
丹
羽
瀬
清
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
藩
政
改
革

と
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
農
民
の
動
向
が
、
興
味
あ
る
問

題
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
町
方
家
並
帳
」
は

じ
め
城
下
町
岩
村
を
め
ぐ
る
問
題
、
岩
村
藩
の
地
方

支
配
の
問
題
等
、
歴
史
家
難
誕
の
酔
言
を
展
益
し
て

い
る
。
一
方
文
化
面
で
は
、
玄
翁
七
一
を
開
祖
と
す

る
大
門
寺
、
江
戸
函
丈
の
宗
教
、
岩
村
藩
学
と
知
新

館
な
ど
、
岩
村
町
の
特
色
を
と
ら
え
た
記
述
が
行
な

わ
れ
、
明
治
維
薪
と
岩
村
藩
士
族
の
動
向
に
つ
い
で

近
代
の
発
展
が
叙
述
さ
れ
、
さ
ら
に
教
育
・
軍
事
・

字
名
一
覧
、
方
言
、
植
物
等
い
わ
ぽ
「
郷
土
誌
」
が

記
述
さ
れ
、
最
後
に
郷
土
年
表
が
附
載
さ
れ
て
い

る
。
以
上
、
本
醤
は
恵
那
郡
地
方
史
の
、
ま
た
岩
村
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